
▲開通式の様子

▲（右から）JA常陸大宮営農経済センター　飯塚 涼太様
　　　　　JA常陸トルコギキョウ部会　副部会長　桑原 政男様
　　　　　　　　　　 〃　　　　　　部会長　笹島 邦男様 ▲審議会の様子

▲（右から）筑波銀行大宮支店　千葉 慎吾支店長
　　　　　 日鉱第一砕石株式会社　小河原 欣也代表取締役会長

▲（右）　常陸大宮ライオンズクラブ　寺門 直人会長
▲古文書を寄贈した永田由紀夫さんご夫妻

写真提供茨城新聞社▲大きくなって戻ってきてね！
※�今後の試合開催スケジュールについて、5 月10 日発行

の広報常陸大宮お知らせ版（№ 445）に掲載しています。
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日鉱第一砕石・筑波銀行から
寄附されました

総合計画審議会が
開催されました

常陸大宮ライオンズクラブから
寄附されました

永田茂衛門に関する古文書が
寄贈されました

　新型コロナワクチン接種事業に役立ててほしいと
日鉱第一砕石株式会社より事業支援金、筑波銀行よ
り寄贈サービス付きSDGs私募債「地域の未来応援
債」の発行手数料を活用した、寄附金併せて100万
円が寄附されました。
　コロナワクチン接種対策に有効活用していきま
す。

　市では、総合計画基本構想（ひたちおおみや未来
創造ビジョン）の改訂及び令和4年度を初年度とする
総合計画基本計画（ひたちおおみや未来創造アクショ
ンプラン）の策定を進めています。総合計画は、市
政運営の指針となり、また、各分野のまちづくりを進
めるうえでの最上位の指針としての役割を果たします。
　5月18日に今年度第１回となる総合計画審議会を
開催し、馬渡剛会長（茨城大学人文社会科学部現代
社会学科教授）に鈴木市長から総合計画策定につい
て諮問がされました。審議会は、市議会議員や市
民代表者の28名の委員で構成されています。今後、
複数回の審議会が開催され、本年度内に鈴木市長に
審議会より答申が行われます。

国道123号交通安全祈願式 トルコギキョウが
寄贈されました

　御前山地域野口地区の国道123号バイパスの一部
が供用開始となり、晴天の中、交通安全祈願式が開
催されました。
　国道123号御前山拡幅と市道内原下川原線の全長
1.3㎞が今回開通しました。
　今後、災害時における緊急輸送道路として重要な
役割を担うとともに、交通の利便性が向上し、地域
交流の促進と地域経済の活性化へつながる路線とし
て期待されます。

　JA 常陸トルコギキョウ部会より市役所窓口等に
飾り、地域の方々が癒され、元気になってほしい
と、市内で栽培されたトルコギキョウが寄贈されま
した。
　色鮮やかなトルコギキョウが、市役所の窓口を華
やかに彩りました。

　毎年度、奨学基金に役立ててほしいと常陸大宮ラ
イオンズクラブから支援金が寄附されています。本
年度も10万円が寄附されました。
　今後、大切に活用していきます。

　江戸時代の初め、久慈川や那珂川から農業用水を
引くため、辰ノ口江堰や岩崎江堰、小場江堰をはじめ、
水戸藩領内各地に江堰やため池、水道施設を作った
永田茂衛門とその子孫の功績を伝える貴重な古文書
59点が、茂衛門の子孫である永田由紀夫さんから市
に寄贈されました。永田家は、初代茂衛門以来、水

みづ

積
もり

役
やく

（江堰の管理責任者）を務め、様々な記録を残
しました。また、江戸時代後半の天保期以後、水戸
藩士の加藤寛斎が茂衛門一族の功績を絶賛し、広く
顕彰したことが知られています。寄贈された古文書
は、今後文書館で公開していく予定です。

5/13 5/21鮎の稚魚放流 茨城アストロプラネッツ
試合開催

　鮎の稚魚放流が、久慈川漁業協同組合の協力によ
り、道の駅常陸大宮かわプラザの河原で行われまし
た。放流には、大賀小学校の4〜6年生34人が参加
しました。この日に放流されたのは約1,200匹の稚
魚。バケツに数匹ずつ入った稚魚を次々と久慈川に
放流しました。

　スポーツを通じた地域振興と地域貢献に取り組
み、青少年の健全育成や市民の健康増進、豊かな社
会生活を実現することを目的に、本市とフレンド
リータウン協定を締結している茨城アストロプラ
ネッツが大宮運動公園市民球場（鷹巣）で試合を行
いました。試合には、本市出身の片岡 南樹選手も
出場し、活躍しました。
　今後も7月16日（金）・17日（土）・18日（日）に、試
合が予定されています。
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▲オカリナ奏者　宗次郎氏 ▲（右）写真家　大貫 亘氏
▲事前の問診 ▲個別ブースでの接種

　新型コロナワクチンの集団接種が西部総合公園体育
館でスタートしました。初日には、430人がワクチン
接種を受けました。
　受付開始にあわせ、対象者が順次来場し、スタッフ
の案内に従って、体温の測定、問診を経てワクチンの
接種を行いました。
　市では、65歳以上になる方（昭和32年４月１日以
前に生まれた方）を対象にした新型コロナワクチンの
優先接種を５月24日から開始しています。

　接種は、西部総合公園体育館、神奉地コミュニティ
センター、緒川総合センターで行う集団接種並びに、
かかりつけの病院や診療所で行う個別接種により実施
しております。
　新型コロナワクチンは、新型コロナウイルス感染症の
発症を予防し、死亡者や重症者の発生をできる限り減ら
し、まん延防止を図るものです。希望する全ての方が接
種できるように、ワクチンは順次供給されます。少しお
待ちいただく場合がありますが、安心してお待ちください。

6/3 新型コロナワクチン集団接種がスタートしました5/22 5/27 大貫 亘氏から
写真集が寄贈されました

ピジョン株式会社から子育て支援事業に
寄附されました 広報紙に

記事を掲載しませんか?

　写真家で常陸大宮大使の大貫 亘氏より、本年5月
に発行された写真集「蛍 ～里山に舞う～」が20冊
寄贈されました。
　写真集には、常陸大宮市とその周辺で飛び交う、
さまざまな蛍が、収められています。
　寄贈された写真集は、市内小中学校・図書情報館
に配られました。
　この機会に、ぜひ地元の美しい蛍の写真をご覧く
ださい。

宗次郎森の音楽会

　緒川総合センターで、オカリナ奏者、そして常陸
大宮大使の宗次郎氏による演奏会が開かれました。
　本来は、オカリーナの森「野外音楽堂」（緒川地域）
で開催予定でしたが、雨天のため、緒川総合センター
が会場となりました。
　オカリナの澄んだ音色がとても心地よく響き渡
り、参加した方々は、癒しのひと時を過ごしました。

　国内トップの育児用品メーカーである、ピジョン
株式会社（本社：東京、代表取締役社長：北澤 憲政）
から、企業版ふるさと納税※を活用し1,000万円が
寄附されました。常陸大宮市の企業版ふるさと納税
を活用した寄附の受領は今回が初めてとなります。
　子育て環境の整備に活用し、安心して子どもを産
み育てることができるまちづくりを推進していきま
す。

※�企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）は、国
が認定した地方公共団体の地方創生のプロジェク
ト（地域再生計画）に対して企業が寄附を行った
場合に、法人関係税から税額控除する仕組みで、
平成28年度（2016年）
に創設されました。

　広報常陸大宮では、「市民の方からまちの
できごと」を募集しています。皆さんがお
住まいの地域のできごとについて、原稿と
写真データを直接お持ちいただくか、メー
ル等でお送りください。
　また、希望があれば取材にうかがいます
ので、情報の提供をお願いします。

■問い合わせ■
政策審議室　企画政策課　広報戦略グループ
☎ 52-1111（内線311）FAX 52-6010
メールアドレス　
kouhou@city.hitachiomiya.lg.jp

※�ただし、内容が営利・宗教・政治的なもの
や公序良俗に反するもの等は掲載できませ
ん。また、紙面の都合上、掲載が遅れる場
合もありますので、ご了承ください。
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